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大田区鉄道沿線まちづくり構想（案）【概要版】 

  

  

  

  

  

  

１  目的 

今日の大田区のまちは、道路や鉄道など各種の都市基盤整備や耕地整理、土地区画整理事業などによって形

成されてきた。都市を取り巻く環境が大きく変化している中で、時代の潮流を的確に捉え都市を持続的に発展

させていくためには、道路や鉄道の整備とともにまちづくりを進めることが求められている。 

新空港線については、現在、一期整備（矢口渡駅～京急蒲田駅）の事業化に向けて取組を進めており、二期整

備（京急蒲田駅～大鳥居駅）に関しても、今後、関係者でその実現に向けた検討を行っていくこととしている。 

新空港線整備により、区内の東西利便性向上はもとより、渋谷・新宿・池袋の各都市や、川越・所沢・和光等

の埼玉方面とのアクセスが向上し、東京圏全体にも広域的に鉄道整備の効果が広がる。それにより、蒲田など

区内の中心拠点や新空港線でつながる路線各駅だけでなく、東京圏全体の地域価値や国際競争力が向上し、ま

ちづくりの機運も高まることが期待される。 

また、大田区は内閣府より、SDGｓ（持続可能な開発目標）の理念に沿った取組を推進しようとする都市の

中から優れた取組を提案する「SDGｓ未来都市」に選定され、全国のモデル都市としての役割が期待されてい

る。 

「大田区鉄道沿線まちづくり構想」（以下、「本構想」という。）は、新空港線の整備とともに、今後、民間都

市開発の機運が相当程度高まることが予想される中、地域課題の解決や公共貢献に資する良好なまちづくりの

取組が行われるよう、沿線のまちの将来像やその実現に向けた道筋を示し、これに基づき官民が協働し、地域

特性や限られた空間を最大限有効に活用しながら、安全かつ快適で利便性の高い個性的な都市空間を創出して

いくことを目指すために策定するものである。 

 

２  位置付け 

大田区都市計画マスタープランを上位計画とし、

既存の計画と整合を図りながら、新空港線整備はも

とより、関連するまちづくりの各個別計画の実現を

加速化（必要に応じて各個別計画の改定時に反映）

する。 

 

 

 ３  対象範囲 

新空港線軸（東急多摩川線・新空港線・京急空港

線）をはじめとする、大田区内の鉄道沿線の各駅周

辺地区を本構想の対象範囲とする。 

 

 

 

 

 ４  目標達成年次 

目標達成年次は 2030 年代から 2050 年頃とする。これは、新空港線整備を契機として推進される沿線の

まちづくりを進める目安としての期間とする。  

 ５  将来像 

 

 

 

 

 

①新空港線の整備により、新空港線沿線の利用者が増え、新たな人の流れが生まれることで、本構想対象範囲

の各駅のポテンシャルが一層高まり、各駅周辺の特徴にあったまちづくりが行われている。 

②新空港線とまちづくりによって大田区・東京・世界がつながり、ヒト・モノ・コトの行き来が増え、賑わいや

交流が面的に広がっている。 

③鉄道沿線のまち同士が有機的に結びつくことで、「鉄道とともに発展する おおたのまち」「東京と世界をつ

なげるまち・おおた」として、交流と創造があふれる大田区や東京となっている。 

 

 ６  新空港線整備による効果 

新空港線整備による効果として、まずは直接的な効果が生み出され、それに伴い沿線の交流が増えることによ

る地域活性化として新たな波及効果が生まれる。さらには、新空港線軸の人の流れが大田区の他の路線に波及し、

最終的には東京圏全体へとその効果が広まることが見込まれる。 

 

 

新空港線整備により、国際空港（羽田空港）と東京圏各都市とのアクセス利便性が高まる

ことによって、往来する人が増えるなど直接的な効果が生まれる。 

 

 

 

 

 

新空港線整備による直接的効果が新空港線軸へと波及し、鉄道を中心とした沿線のまち

づくりが促進される。 

 

 

 

 

 

 

新空港線整備による効果は、大田区内のみならず東京圏に広く波及することが見込まれる。 

  

東京と世界をつなげるまち・おおた  

－  交流と創造があふれる沿線まちづくり  －  

＜新空港線につながる鉄道沿線への波及効果＞ 

 新空港線経由による、羽田空港や都市などへのア

クセス利便性の向上 

 文化的交流やビジネスの活性化 

 駅周辺のまちづくりの促進による拠点性の向上 

＜広域的な波及効果＞ 

国際空港と、大田区内の各都市・渋

谷・新宿・池袋・川越・所沢・和光な

どがつながることによる、各都市の活

性化と、東京圏の国際競争力の強化 

Step – １ 

Step – ４ Step – ３ 

Step – ２ 

＜新空港線整備による直接的効果＞ 

 アクセス利便性の向上 

 往来する人々の増加 

＜新空港線沿線への波及効果＞ 

 羽田空港や都市などへのアクセス利便性の向上 

 文化的交流やビジネスの活性化 

 駅周辺のまちづくりの促進による拠点性の向上 

 交通インフラの強靭性の向上 

 環境に優しい交通手段への転換 
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大田区鉄道沿線まちづくり構想（案）【概要版】 

    

  

 ７  全体構想 

全体構想は、まちの大きな方向性や全ての地区で共通する事項。 

 

・鉄道を主軸として幹線道路等からつながる「広域連携軸」を形成には、新空港線整備が不可欠である。新空

港整備により接続する路線沿線へと波及効果が広がり、区の強みであるものづくりや商業などの産業、観

光の振興など、あらゆる要素において、都市間の連携や交流の促進及び強化を図る。 

・広域連携軸は、大田区の広域拠点域と周辺区市の主要拠点を結び、広域拠点域の発展に資する役割を担う

ため、更なる利便性の強化・向上を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 ８  本構想で踏まえるべき部門別の方針   （抜粋） 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９  エリア別構想   

全体構想を目指して各地区が行う具体的な方針や

事業を盛り込む「エリア別構想」として、まちの特

性、課題、将来構想について記載する。 

 

 

  

環七・臨海軸 

新空港線軸 

臨海軸 
東海道軸 

全体構想イメージ図 

出典：大田区都市計画マスタープラン（令和 4 年３月改定） 

◆新空港線整備を契機として、各地区におけるまちづくりの機運を醸成し、各個別計画推進との相乗効果を

高めることで、本構想実現の加速化を図り、ひいては新空港線整備の早期実現を目指していく。 

       １０  本構想の実現に向けて 

◆本構想の実現に向け、機運や検討の熟度に応じ、以下のプロセスをもとにまちづくりを推進する。 

・地域力を生かした大田区まちづくり条例の積極的な活用などにより、まちづくり機運を醸成し、まち（地

域）と一体になってまちづくりを推進する。 

・地域と連携し、世代や立場を超えてまちづくりに参画できる機会を充実させるとともに、地区別のより具

体的なまちづくり構想を策定する。 

・将来像を実現する都市基盤施設の整備やその事業手法を検討し、基盤整備方針や基盤整備計画等を策定

する。これらを必要に応じ都市計画として決定し事業化を図る。 

・建築物の形態や公共施設の配置など、まちづくりのルールとなる地区計画を策定する。 

・新空港線整備に向けた動向について、区民はもとより国内外に様々な方法で広く周知することで、民間に

よる都市開発の機運を醸成し、官民が連携した新たな事業の創出を図る。 

まちづくりのステップイメージ 

●まちづくりの機運
の醸成 

●将来像を実現する基盤整備や事業
手法の検討 

●まちづくりの方針、ルールの検討 

●官民が連携した新たな
事業の創出などのまち
づくりの実施・継続 

本構想の実現 

（2050 年頃） 

STEP 1 STEP 2 STEP 3

新空港線軸（東急多摩川線・新空港線・京急空港線） 

〇蒲田駅周辺 〇下丸子駅周辺 〇多摩川駅周辺  

〇大鳥居駅・穴守稲荷駅周辺 〇天空橋駅周辺（HI City） 

JR 京浜東北線沿線  

〇大森駅周辺  

京浜急行電鉄本線沿線 

〇雑色駅周辺 〇平和島駅周辺 

東急池上線沿線 

〇池上駅周辺 〇洗足池駅周辺 

東京モノレール羽田空港線沿線 

〇流通センター駅・昭和島駅・整備場駅周辺 

都営浅草線沿線 

〇馬込駅・西馬込駅周辺 

拠点整備 

（DX） 

・Society5.0 や自動運転、ICT の普及などＤＸの視点を踏まえ、交通処理機能のあり方やオ

ープンスペースのあり方の検討を進めるほか、鉄道でつながる各地区間の連携をさらに強

めることにより、地域特性を活用した個性的な各地域のまちづくりをさらに発展させる。 

交通 
・多様化する都市づくりや交通ニーズへ対応するため、区民や地域及び交通事業者（バス、

タクシー等）と連携し、地域交通の利便性向上に向けた取り組みを推進する。 

水と緑 

（環境） 

・豊かな生活空間や公共空間の利活用の形成に向けて、街なかの緑やオープンスペースを活

用するインフラ整備を推進する。 

防災・ 

復興 

・風水害・土砂災害に強い市街地の形成、木造住宅密集地域の改善や無電柱化、災害時にお

ける都市インフラの機能継続、多様な避難所の確保など、防災・減災と迅速な復旧・復興

に資する取組により、強靱で回復しやすい都市づくりを推進する。 

住環境 

（医療・福祉） 

・子どもや子育て世代、高齢者や障害のある方などが互いに地域で認め合い、理解しながら共

に支え合う包摂的な地域を実現するため、地域活動団体等と多世代の区民が交流する場の整

備のほか、医療と介護の連携などを推進し、誰もが安心して暮らせるまちづくりを進める。 

産業 
・高付加価値を産み出すものづくり産業の集積地の特性を活かし、区内のものづくり拠点間

の連携を高めるとともに、国内外との活発なビジネス交流を支える都市を形成する。 

 

資料３_概要版  

 



  資料３_本編抜粋 

 

 

 

  

大 田 区 鉄 道 沿 線 ま ち づ く り 構 想 

 

（案） 

大田区鉄道沿線まちづくり構想 素案 

大田区鉄道・都市づくり部 鉄道・都市づくり課 

〒144-8621 大田区蒲田五丁目 13 番 14 号  

03-5744-1212（代表） 

令和５年６月 
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全体構想を目指して各地区が行う具体的な方針や事業を盛り込む「エリア別構想」として、まちの

特性、課題、将来構想について記載する。 

 

新空港線軸（東急多摩川線・新空港線・京急空港線）     

新空港線軸の主要な駅である「①蒲田駅周辺」「②下丸子駅周辺」「③多摩川駅周辺」「④大鳥居駅・

穴守稲荷駅周辺」「⑤天空橋駅周辺」について、まちの特性や課題、地域の主な意見等を踏まえ、

将来構想、部門別方針を示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東急多摩川線沿線全体の将来構想 

・蒲田駅をはじめ、多摩川駅や下丸子駅周辺地区のまちづくりが推進し、各地区間のヒト・モノ・コ

トの行き来が増え、それらが有機的に結びつくことで、沼部駅や鵜の木駅など多摩川線各駅周辺

地区にも効果が波及し、沿線全体が活性化する 

・多摩川河川敷や、多摩川駅・沼部駅・鵜の木駅・下丸子駅付近を通る旧六郷用水散策路など、水と

緑のネットワークを利活用し、市街地の中で自然を感じられる潤いと憩いの場を形成する 

・鵜の木駅周辺については、地区の特徴を活かしたイベント等と連携したまちづくりを推進する 

京急空港線沿線全体の将来構想 

・京急蒲田駅付近の連続立体交差事業完了に伴い生まれた高架下空間をさらに活用し、ものづくり

拠点、新たなコミュニティ及びにぎわいを生み出す場を創出する 

・空港に隣接する特性を活かし、外国人観光客を受け入れるための機能や来街者が快適に過ごせる

取組（舟運、商店街、宿泊、祭り、など）を強化する 

  

1 エリア別構想 ４ 

③多摩川駅周辺 

②下丸子駅周辺 

①蒲田駅周辺 

④大鳥居駅・穴守稲荷駅周辺 

⑤天空橋駅周辺 

地域からの意見（東急多摩川線） 
 

田園調布せせらぎ公園や六郷用水跡などの環境資源と
一体的に整備していくことが大切だと思う 

鵜の木駅周辺のまち全体の景観を良くしてほしい 

多摩川駅周辺でオープンスペースを活用したこど
もカフェなどのイベントにより、子育てしやすいコ
ミュニティづくりをしてはどうか 

新空港線に直通する電車が、多摩川線では通過駅がな
いようにしてほしい 

下丸子駅は、ホーム内で上り下りの乗り換えができる
と利便性が向上する 
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①蒲田駅周辺 

まちの特性  

・ 複数の鉄道が乗り入れるなど、多様な交通手段が集積する交通結節性や、羽田空港・羽田イ

ノベーションシティと近接しているなど高いポテンシャルを有する拠点である 

・ 東京駅や品川駅、川崎駅や横浜駅などとの高い交通結節性を有する 

・ 貴重な環境資源である呑川が存在する 

・ 先端技術を有するものづくり企業が多く立地している 

・ 多摩川線沿線のものづくり産業と連携できる立地である 

・ 交通結節性を活かし、ビジネスホテルが集積している 

・ アジアらしい雰囲気を持ち、界隈性や蒲田食文化といった独自の魅力がある 

・ 個性や活力のある店や商店街が存在する 

・ 航空法による高さ制限がある 

 

まちの課題  

・ 人々がとどまり、にぎわいを生むウォーカブルな空間の確保が必要である 

・ JR京浜東北線による東西分断の解消が望まれる 

・ 歩行者や乗り入れ車両などで混雑する駅前広場における交通結節機能の向上が望まれる 

・ 羽田空港からの国内外の来街者を迎え入れ、多様な文化や地域のにぎわいを生み出し、蒲田駅

周辺・羽田間の回遊性を向上させる必要がある 

・ 荷さばき車両などによる交通阻害の解消が必要である 

・ 自転車駐車場の確保が必要である 

・ 指定容積充足率の向上が望まれる 

・ 機能更新が進まない老朽化した建築物の更新が必要である 

・ 映画のまちとしての歴史の観光資源（松竹キネマ撮影所跡地など）の活用が望まれる 

・ 駅前広場空間については、新空港線に対応した交通結節空間の確保が必要である 

 

JR 東急蒲田駅周辺

地区 

京急蒲田駅周辺地区 

出典：蒲田駅周辺地区グランドデザイン 

地域からの意見（新空港線） 
 

新空港線をぜひ推進し、新空港線を大きな契機
としてまち全体のリニューアルを行い、にぎわ
いあふれる活力あるまちになることを期待する 

京急蒲田駅から本庁舎までの間にある、商店街通りの
まちなみが好き 蒲田駅周辺は羽田空港との近接性を生かし、

「旅行時のベッドタウン」として来街者を呼び
込むと良い 

蒲田駅周辺の滞留時間・人口を増やせるように、音楽、
スポーツ等、さまざまな分野で取り組めると良い 

まずは羽田エリアの価値向上を図り、それを蒲田に波
及させると良い 

蒲田駅周辺は、治安が悪いイメージが強く、家族で行
きづらい 
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将来構想    

   

図の出典：蒲田駅周辺グランドデザインパンフレット（令和4 年（2022 年）４月）を基に作成 

にぎわいあふれる多文化都市  

誰もが安心して気持ちよく過ごせる人に優しい蒲田 
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JR 線・東急線とまちをつなぐ 

歩行者ネットワーク 

 

 

 

  

図の出典：蒲田駅周辺地区基盤整備方針（令和4 年（2022 年）10 月）を基に作成 

※今後の各施設整備の検討状況などにより変更の可能性があります。また、各施設の位置や規模などは現時点でのイメージ

凡例 

東急池上線 デッキ階 
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地上階 

東口駅ビル 西口駅ビル 

東口駅ビル 西口駅ビル 
西口商店街 

東口駅前地区 

（再開発街区） 

JR 京浜東北線 

新空港線（地下駅） 

東口地下自転車

駐車場 
地下階 

東口駅ビル 
西口駅ビル 

新空港線 

東口商店街 

東口駅前地区 

（再開発街区） 

東口駅前地区 

（再開発街区） 

西口 

池上線 
ホームレベル2F 

蒲田駅 

東西自由通路 

東口 

新空港線及び蒲田駅
周辺の将来イメージ 
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部門別方針 

拠点整備

（DX） 

・戦災復興区画整理事業で構築された周辺の街並みの大街区化、土地の重層利用

などを図る事で、老朽化した建物の更新とともに、公開空地や歩行者空間、オ

ープンスペースなどを創出し、地域住民や国内外の来街者が訪れ、憩い、にぎ

わうまちに再編する 

・京急蒲田駅西口周辺では、大街区化による街区再編など多様なまちづくり手法

を活用することで、 防災性の高い市街地に更新し、安全で快適な歩行者空間

を形成する 

・京急蒲田駅東口周辺では、市街地の機能更新を契機としたにぎわい創出や企業

連携を促進する 

・都市に関わるデータを分野横断的に統合・可視化するなど、まちづくりのデジ

タルトランスフォーメーションを進め、持続可能な都市開発、駅まちデザイン、

災害対策、感染症対策などに資する環境整備を推進する 

交通 

・大田区の中心拠点である蒲田駅は、まちの顔となる駅・駅ビル、駅前広場や東

西自由通路、歩行者デッキ、地下自転車駐車場などと共に一体的に機能強化を

図る。合わせて駅前広場ではオープンスペースを確保し、地上レベルでの歩行

者環境を向上させるだけでなく、東西自由通路からまちにつながる歩行者デッ

キを整備し、歩車分離された安全で快適なウォーカブルの空間を創出すること

で、さらなる回遊性が向上され、歩行者にやさしいまちに再編する 

・駅と駅を繋ぐ快適な乗換え空間を形成する。 

水と緑 

（環境） 
・隣接する呑川緑道の整備や利活用により、潤いある街並みを形成する 

防災・復興 
・避難対応と帰宅困難者対応を円滑に進めるため、滞在スペースや物資の確 

保とともに、公民連携の体制を構築し、安全・安心の都市づくりを目指す 

住環境 

（医療・福祉） 

・市街地の機能更新に合わせて、地域住民の生活を支える機能の充実・強化を図

り、誰もがそれぞれのライフスタイルに合わせて快適に過ごすことができるま

ちを目指す 

産業 

・周辺地域や企業、学校との連携により、産業、商業、文化、教育、暮らしなど

に関わるヒト・モノ・コトが有機的に蒲田に集約することで、新価値創造（イ

ノベーション）拠点となる地域活動促進の場や学び場、誰もが挑戦し続ける場

（社会実験など）を創出する 

・羽田空港を利用する国内外の人々などを受け入れる機能を強化し、羽田空港や

羽田イノベーションシティとの連携（多分野の受け皿となるオフィス誘導、協

働ラボ開設等）を図るなど、区内他地区との連携を強化する 

・羽田イノベーションシティやHANEDA×PiO（ハネダピオ）をはじめとする、

オープンイノベーションによりマッチングした企業に競争力の高い環境を提

供するため、中長期的にビジネスに取り組むことができる拠点型オフィスの設

置や、実証実験の誘導、交流の場所となる産業育成機能の構築等を形成する 
 


